
神奈川県子どもの貧困対策推進計画 改定イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県子どもの貧困対策推進計画 現行計画 
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＜略＞  

 

＜略＞  

 

＜略＞  

 

＜略＞  

 

貧困の状態にある子どもたちが自分の将来に希望を持てる社会を実現し、子どもたちの笑いあふれるかながわにすること 

＜重点＞一人ひとりの子どもに着目し、子どものライフステージに沿った支援に重点を置いて取組を進める。 

〇教育の機会の保障 

 

〇生活の安定 

 

〇親の就労の確保 

 

〇経済基盤の維持 
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〇教育の支援 

 

〇生活の支援 

 

〇保護者に対する就労の支援 

 

〇経済的支援 

 

＜略＞  

〇社会全体で子どもの貧困対

策に取組む機運の醸成＜仮＞ 

＜略＞  ＜略＞  ＜略＞  社会全体で子ども

の貧困対策に取組

む機運醸成や体制

強化を図る。 
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改定のポイント③ 

改定のポイント② 

改定のポイント① 

ねらいの見直し 

＜評価の実施＞ 

神奈川県子ども・青少年みらい本部 子どもの

貧困対策推進部会（庁内会議） 

 

結果 

フィードバック 

計
画
の
評
価 

＜意見聴取＞ 

かながわ子ども支援協議会（外部有識者会議）  

県市町村連絡会議 

＜評価の方法＞ 
指標の推移や KPI・取組状況等を総合的に踏まえ、

基本方向の達成状況を評価。これにより、ねらいが達
成されているかどうか判断する。 

ね
ら
い 

基
本
方
向 

貧困の連鎖を防ぐためには、

世帯の所得の状況にかかわら

ず、教育を受ける機会が保障さ

れることが第一に重要 

 

教育が身に付くためには、

経済面だけでなく、身体的・精

神的に安定した生活を送れる

ことが重要 

 

生活の安定のためには、親

の就労状況が安定しているこ

とが重要 

 

親の就労だけで不十分な場

合は、公的な支援も活用して

最低限の経済基盤を維持する

ことが重要 

 

貧困の状態にある子どもたちが自分の将来に希望を持てる社会を実現していくこと 

＜重点＞生活困窮の懸念が高い母子世帯への支援に重点を置いて取組みを進める 

 

①教育の機会の保障 

 

②生活の安定 

 

③親の就労の確保 

 

④経済基盤の維持 

 

主
要
施
策 

指 

標 

大
柱
・
小
柱
・
構
成
事
業 

①教育の支援 

 

②生活の支援 

 

③保護者に対する就労の支援 

 

④経済的支援 

 

就学の援助、学資の援

助、学習の支援、その他

貧困の状況にある子ど

もの教育の支援のため

に必要な措置を講じま

す。  

貧困の状況にある子ども及

びその保護者に対する生活

に関する相談、社会との交流

の機会の提供、その他貧困の

状況にある子どもの生活に

関する支援のために必要な

施策を講じます。 

貧困の状況にある子ど

もの保護者に対する職

業訓練の実施及び就職

のあっせん等、保護者へ

の就労の支援に関し必

要な施策を講じます。 

 

各種の手当等の支給、 

貸付金の貸付、その他貧 

困の状況にある子どもに 

対する経済的支援のため 

に必要な施策を講じま 

す。 

A 群「生活保護世帯の

子どもに関するもの」 

B 群「児童養護施設の

子どもに関するもの」 

 

C群「ひとり親世帯の

子どもに関するもの」 

 

D群「学びの機会の確

保に関するもの」 

 

 

 

計
画
の
評
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＜評価の方法＞ 

指標の推移や取組状況等を総合的に踏まえ評価 

＜評価の実施＞ 

神奈川県子ども・青少年みらい本部 子どもの貧困対
策推進部会（庁内会議） 
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